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せせらぎ復元プロジェクト 活動ダイジェスト 
－帯広川・札内川 合流点 親水公園 環境改善活動－ 

 

2003年 12月 NPO法人十勝多自然ネット 
プロジェクトの始まり 
「それはゴミ拾いから始まった。」 

 
1993 年の竣工当初、親水公園は市民の憩い
の場で、近隣の小学校も遠足で訪れていました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
その後、帯広川の河口(札内川の合流点) の
閉塞によって、水位が上昇し公園は水没してし

まいました。また、流れが淀んだため富栄養化

が進み、水質が悪化しています。このため、親

水池に入って遊ぶ人はほとんどいません。 
 
 
 
 

 
 

NPO十勝多自然ネットは 2001年から毎年一回、現地の
清掃活動をしています。 
この活動を通して、親水公

園の水質悪化の問題を知り、

2002 年 7 月、十勝多自然ネ
ットが主体となって改善活

動に取り組むことにしまし

た。 

水質検査結果（2003.7.9 採水） 
生物化学的酸素要求量(BOD) 5.3 mg/l 
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第 1回ワークショップ 開催  2002年 8月 24日 
｢寄せ鍋コミュニケーション －いい出汁(だし)が出ました－｣ 

 
広く市民に改善活動への参加を呼びかけ、現地でワークショップを開催しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

実行委員会立ち上げ  2002年 9月 25日 
 
第 1回ワークショップ参加者を中心に、グラウンドワーク方式の実行委員会を立ち上げまし
た。 

 
 
 
 
 
 
 
 

事務局担当：NPO十勝グラウンドワークトラスト、NPO十勝多自然ネット 

広報 
・ 新聞記事 
・ 各市民団体への DM 
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改善提案発表会 開催 2002年 11月 15日 
「どうやって水質を改善するか、アイデアを出し合おう。」 
  
改善提案を公募し、公開の場で発表してもらいました。 
発表者(発表順)：(株)ズコーシャ、高野ランドスケーププラニング(株) 、アークコーポレーシ

ョン(株)、北王コンサルタント(株)、NPO十勝多自然ネット 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

広報 
・ 新聞記事 
・ 過去の参加者への DM 
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第 2回ワークショップ 開催  2003年 1月 21日 
「迂回水路を掘ってみたらどうだろう。」 
  
改善提案発表会を受け、まずは迂回水路を掘って水質改善の様子を見るという案を実行委員会

から提案し、市民参加のワークショップで意見を出してもらいました。 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ワークショップで出た主な意見 
・ まず、水をきれいにすることが大事。 
・ 子供が遊べるようになって欲しい。 
・ 迂回水路の途中に湿地環境をつくってはどうか。 
・ 水鳥が来るような深さと流れのゆるさは維持して欲しい。 
・ 一度にやってしまうのではなく、様子を見ながら少しずつ改善を進めて欲しい。 
・ 利用者に聞き取り調査をしてはどうか。（→ 聞き取り調査結果 5頁） 
 

広報 
・ 新聞記事 
・ 折込チラシ 
・ インターネット

ホームページ 
・ 過去の参加者へ

の DM 
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要望書 提出 2003年 3月 17日 
 
ワークショップでの意見をもとに実行委員会で話し合い、水位低下による水質の改善と親水性

の回復を目的に、帯広川に迂回水路の掘削に関する要望書を帯広開発建設部帯広河川事務所長

宛に提出しました。 
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公園利用者アンケート調査 2003年 6月～8月 
「この公園に望むことはなんですか？」 
  
公園を訪れ利用する人たちが、何を目的に来るのか、どんなことを望んでいるのかなど、聞き

取りアンケートを実施しました。 
 
実施回数  ：5回 
回収アンケート数 ：67件 
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帯広川 迂回水路工事 2003年 7月～8月 29日 
 
帯広開発建設部によって帯広川迂回水路の工事が行われ、8月 29日に完成しました。 
迂回水路完成後、水位が下がって伏流水が湧出し、水質の改善が見られました。 
 

   

      迂回水路工事中     完成した迂回水路 
 
 迂回水路着工前 迂回水路完成後 

  
親水池 

  

水質検査結果 
生物化学的酸素要求量(BOD)  
掘削前 5.3 mg/l → 掘削後 1.0 mg/l 
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第 3回ワークショップ開催  2003年 8月 23日  
「水はきれいになった。さらにやることは？」 

 
更なる改善の必要性について、ワークショップを開き広く意見を募りました。 

   
 
 
 

  
 
 
 
 
ワークショップで出た主な意見 
・ 迂回水路の多自然化が必要。（流木や巨石を置く、ワンドの造成など） 

・ 親水公園の堆積土砂は除去しよう。 

・ 帯広川ではカモも見られ、水深は良いようだ。 

・ 中洲は札内川の大水もかぶることだし、特に手を加えず、コチドリなどが営巣する自然の

河原として保全しよう。 

 

広報 
・ 新聞記事 
・ 過去の参加者への DM 
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現地改善作業  2003年 11月 22、23日 
「親水池をきれいにしよう。魚がたくさんすむ川にしよう。」 
  
ワークショップでの意見とアンケート調査の結果を基に実行委員会で検討し、親水公園と帯

広川迂回水路の環境改善作業を実施しました。 
作業内容：親水池 －堆積土砂の除去 
     迂回水路－流木漁礁とふとん籠の設置（多様な流れと魚の隠れ場の創出） 
主  催：せせらぎ復元プロジェクト実行委員会 
参加団体：NPO法人十勝多自然ネット 
協  力：宮坂建設、十勝豊西コンクリート製品、富士金網製造、環境資材、共成レ

ンテム、北海産業 

  
親水池の土砂除去 

  
ふとん籠の設置(迂回水路) 

  
流木漁礁の設置(迂回水路) 
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 作業前 作業後 

  
親水池 

  

  
迂回水路 
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今後の活動 
「継続して関わっていこう。」 
今後も、必要なメンテナンスを行いながら継続して関わり、市民の意見を取り入れながら 
更なる改善について検討していきます。 
・ 親水池の再清掃(春) 
・ 迂回水路の定期観測、メンテナンス 
・ 利用動向を見ながら、更なる改善の検討 

水質は十分か、池の土砂･ヘドロの更なる除去は必要か、東屋の位置はここで良いか等 
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きっかけは清掃活動 2001年 7月～ 

実行委員会立ち上げ  2002年 9月 25日 

第 1回ワークショップ 2002年 8月 24日 

第 2回ワークショップ 2003年 1月 21日 

改善提案発表会 2002年 11月 15日 

活動経過概要 
P1 

 

P2 
 
 

 P2 
 
 
 

 
 P3 
 
 
 
 P4 
 
 
 

 P5 
 

 
 
 

 P7 
 
 

 P8 
 

 
 

P9, 10 
 
 

P11 
 

改善提案公募発表 2002年 10月 4日 
現地説明会   2002年 10月 12日 
第 2回実行委員会 2002年 10月 31日 

第 3回実行委員会 2002年 11月 20日 
第 4回実行委員会 2002年 12月 17日 

第 6回実行委員会 2003年 5月 1日 
第 7回実行委員会 2003年 7月 24日 
アンケート調査   2003年 6月～8月 P6 

第 8回実行委員会 2003年 9月 22日 

第 9回実行委員会 2003年 10月 1日 

要望書提出 2003年 3月 17日 

第 3回ワークショップ 2003年 8月 23日 

第 5回実行委員会 2003年 2月 21日 

現地改善作業 2003年 11月 22,23日 

今後の活動 

帯広川 迂回水路掘削 2003年 7月～8月 












